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７－１ 交通ネットワーク形成の考え方 

 

 

７．具体的取り組み施策  

・ 道路は機能に応じて役割があり，相互にネットワークすることにより機能を十分に果

たし，円滑な都市活動を支える。 

・ 広域幹線道路は，首都圏の骨格を成す道路であり，柏市の広域連携拠点としての発展

を支える交通ネットワークの形成を目指す。 

・ 柏環状道路は，市内の各地域を連絡し，新たな拠点づくりと一体的市街地形成を支え

る。 

・ 市中心部と北部都市拠点・南部地域拠点を結ぶ都市軸においては，バス路線の機能強

化により公共交通軸の形成を図る。 

■交通ネットワットワークイメージ ●北部地域 

柏の葉キャンパス駅を中心とし

た次世代型環境都市づくりに向

けた新しい交通施策の展開 

●南部２地域 

地域拠点と中心市街地を有機的

に連絡する公共交通軸の強化と、

良好な住環境や活力ある地域拠

点形成に資する交通施策の展開

●南部１地域 

各生活拠点を中心とした良好な

市街地形成のための道路整備や

公共交通の利用促進等身近な交

通施策の展開 

●中央地域 

柏駅を中心とし、活力と魅力ある

まちづくりと連携した協働によ

る交通施策の展開 

凡 例 
都市拠点 

地域拠点 

鉄道・駅 

広域幹線道路 

柏環状道路 

その他の道路 

高速道路 

公共交通軸 

バス交通網重点製備地区 

千葉柏道路（構想） 

地下鉄 11号線延伸（検討） 
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７－２ 重点的取り組み施策 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

○公共交通利用の減少傾向 

○市営駐輪場登録利用者の減少傾向 

○柏駅，柏の葉キャンパス駅のレンタサイ

クル実施 

○鉄道駅へのアクセスは，徒歩・自転車が

主体，次いで路線バス利用 

○柏駅周辺は，商業拠点として活力を維持

○郊外型店舗の進出，宅地開発に伴い，自

動車交通量が増加。道路混雑が懸念 

○北部・南部地域では都市的土地利用が進

展，市街地が拡大傾向 

○都市計画道路整備状況は低水準 

 

○少子高齢社会の進展 

○環境問題への対応 

○行政の厳しい財政状況など 

《社会的背景》
 

○柏の葉キャンパス駅周辺における新た

な都心形成 

○北部地域における国際学術研究都市「柏

の葉国際キャンパスタウン構想」 

○市町の合併 

《都市構造の変化》

○交通結節点では，鉄道，バス，タクシー

等の乗継がしやすく，自転車の走行環境

が整備され駐輪場も使いやすくする。 

○環境や健康づくりのため，自転車を活用

しやすいよう，自転車専用レーンの整備

などの走行環境を整える。 

○市内どこへでも移動できるよう，路線バ

スやコミュニティバスの運行を充実さ

せる。 

《市民ニーズ》 

 

●過度な自動車利用の抑制，公共交通の活性化，歩行者・自転車環境の向上，柏の葉キャンパスタ

ウンでの先導的施策の促進，持続可能な取り組み等 

《交通政策に求められる重要課題》

《現況特性》 

 

環境想造都市づくりを支え，豊かな暮らし，多様な交流を実現する交通 

《総合交通計画の理念》

 

 

《重点的取り組み施策》

方針1 
自動車に過度に頼らずに生活できる選択性の高い交通環境の整備 

方針３ 
良好な歩行者・自転車環境が確保された歩いて暮らせるまちの創出 

方針５ 
都市拠点や地域拠点を連携し，交通機能を強化する公共交通軸の形成

方針７ 
民・産・学・公の連携による交通政策の推進 

■公共交通等の充実 

■歩行者自転車環境の向上 

■幹線公共交通軸の強化 

■先進的な取り組みと協働体
制 

方針６ 
中心市街地の活性化を支援する交通施策の推進 ■回遊性のある歩行環境 
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７－３ スケジュールの考え方 

 

目標年次を 10 年後の平成 31 年度としているため，各施策の実施については次のような段

階的に取り組むとともに，さらに「市民」「事業者」「行政」各々の役割を明確にし，各主体

が相互に協働しあいながら，実践することができる内容とする。 

 

 

○短期：（平成２２年度～平成２５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

○中期：（平成２６年度～平成２８年度） 

・  

 

 

 

 

○長期：（平成２９年度～平成３１年度） 

 

 

・現時点で早急に取り組むべき課題について，４年間で取り組む施策 

・中心市街地活性化事業等，既に検討が行われ，施策の実現が見込まれる施策 

・既存施設や仕組みの有効活用によって効率的に実現が可能で，費用対効果を見込みや

すい施策 

・直ぐに解決が困難であっても，将来像を目指すために中期的に取り組むべき施策 

・個別の具体的な整備計画等の検討が必要で，十分な検討が必要な施策 

・本計画の目指す将来像を実現するために長期的に継続して取り組むとともに，実現に向

けて常時議論を重ねていく施策 

・財政的に規模が大きく，また関係する主体も多く，調整・実現に長期間を要する施策 
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７－４ 主な取組み施策 

（１）主な施策の体系一覧 

 
 
 
 
 
 

【目標１】 
環境・ひとにやさしい交通 

《基本方針》 《施策内容〔掲載ページ〕》 

【目標２】 
豊かな暮らしを支える安全で安心な交通 

●方針２ 
物流システムの適正化・
効率化の推進 

●方針４ 
優先順位の評価による効
率的な道路整備 

●方針３ 
良好な歩行者・自転車環
境が確保された歩いて暮
らせるまちの創出 

①歩道のバリアフリー 〔７０〕 

①都市計画道路の整備プログラムの策定 
〔７５〕 
②渋滞交差点の解消策定 〔７６〕 

《施策の方向》 

①自動車交通量の削減 〔６５〕 
②クリーンエネルギー技術の利用 〔６６〕 

①自転車利用環境の整備 〔７１〕 
②ルールの周知徹底,マナーの向上 〔７２〕 

Ａ.バス交通等の利便性
向上 

Ｅ.環境負荷の軽減 

Ｆ.端末物流対策 

Ｇ.歩行者環境の向
上 

Ｈ.自転車利用環境
の向上

Ｉ.効率的・効果的な道
路整備の推進 

①千葉柏道路の整備 〔７７〕 
②大規模開発地区に伴う道路整備 〔７８〕 

Ｊ.広域ネットワークを
支える道路整備 

●方針１ 
自動車に過度に頼らずに
生活できる選択性の高い
交通環境の整備 

①駅前広場の整備 〔５７〕 
②駅アクセスの向上 〔５８〕 
③乗り継ぎ情報の提供 〔５９〕 

Ｂ.乗り継ぎの円滑化

Ｄ.タクシーの利便性向
上 

①タクシー乗場の改善 〔６３〕 
②タクシー事業の活性化 〔６４〕 

①路上荷捌きの対策 〔６８〕 

①駅舎の改良 〔６０〕 
②駅のバリアフリー化 〔６１〕 
③駅の案内表示 〔６２〕 

Ｃ.鉄道の利便性向上

①バス路線の充実  〔５３〕 
②かしわコミュニティバス・かしわ乗合ジャンボ
タクシーの利用促進 〔５４〕 
③バス運行情報の提供（バスロケーションシス
テム） 〔５５〕 
④バスのバリアフリー化 〔５６〕 

重点的取り組み施策

《基本方針》 《施策内容〔掲載ページ〕》 《施策の方向》 

重点的取り組み施策
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【目標３】 
まちの魅力を高め交流を促進する交通 

【目標４】 
市民等との協働により支え合う交通 

●方針８ 
市民等との協働による交
通政策の推進 

●方針５ 
都市拠点や地域拠点を連
携し，交通機能を強化する
公共交通軸の形成 

●方針６ 
中心市街地の活性化を支
援する交通施策の推進 

●方針７ 
民・産・学・公の連携によ
る交通政策の推進 

①モビリティマネジメントの実施 〔９５〕 
②交通に関する情報の提供 〔９６〕 

①ＩＴＳ実証実験モデル都市 〔９３〕 
②地域ＩＣＴ利活用モデル事業 〔９４〕 

Ｍ.新しい交通システ
ムの可能性検討 

Ｏ.駐車場の有効活用 

Ｐ.次世代型環境都
市モデルの展開 

①中心市街地活性化事業の展開 〔８８〕 
②柏駅東口ダブルデッキの改修 〔８９〕 

①駐車場整備計画の見直し 〔９０〕 
②駐車場案内誘導システムの検討 〔９１〕 

①新しい交通システム 〔８６〕 

Ｑ.市民等との協働体制

づくり 

①ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理〔９８〕Ｒ.施策の進行管理 

Ｋ.幹線公共交通軸
の強化 

①バス機能の強化検討 〔８０〕 
②ＰＴＰＳの拡充 〔８１〕 

Ｌ.広域輸送力の増強 ①常磐線の東京駅乗り入れ 〔８２〕 
②常磐線，成田線，東武野田線の輸送力増
強 〔８３〕 
③つくばエクスプレス・地下鉄 11 号線の延伸
〔８４〕 
④高速バス路線の活用 〔８５〕 

Ｎ.回遊性のある歩行
環境の整備 

重点的取り組み施策

《基本方針》 《施策内容〔掲載ページ〕》 《施策の方向》 

《基本方針》 《施策内容〔掲載ページ〕》 《施策の方向》 

重点的取り組み施策
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（２）主な取り組み施策 

 

 方針１：自動車に過度に頼らずに生活できる選択性の高い交通環境の整備    

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

わが国の二酸化炭素排出量のうち，運輸部門は19.9％を占めていますが，そのほとんどが

自動車から排出されています。一方，公共交通は運輸部門の中でもわずかであり，その環境へ

の優位性は「1人を1km運ぶのに排出する二酸化炭素の量」を比較すれば一目瞭然です。ま

た，エネルギー効率からみても，公共交通は環境に対する優位性が明らかとなっています。 

 

・ 柏市内には３路線で１０の鉄道駅があり，また，主要な駅にはバス路線がアクセス

しており，市民の約２４％が代表交通手段として公共交通機関を利用している。 

・ 鉄道駅へのアクセスが比較的容易な柏市においては，利便性の高い公共交通機関の

ひとつとなっている。 

・ 一方，高齢化社会が進み，鉄道やバスなど，公共交通の持つ社会的な役割はさらに

高まってきている。 

・ 鉄道やバスなどの公共交通機関は，１人を 1km 運ぶ際の CO2排出量が自家用自動

車に比べて少なく，将来，自動車に過度に頼らずに持続可能なまちづくりを進めて

いくためには，まちづくりの基幹となる交通体系の一つとして，さらなる利便性の

向上を図る必要がある。 

Ｃ 鉄道の利便性向上 

Ａ バス交通等の利便性向上（重点的取り組み施策） 

Ｄ タクシーの利便性向上 

環境にやさしい公共交通を利用しましょう 

Ｂ 乗り継ぎの円滑化（重点的取り組み施策） 

Ｅ 環境負荷の軽減 
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身近な公共交通機関として，バス交通等の利便性を向上することによって，自動車等からの

転換を促進し，過度に自動車に頼らずに生活できる選択性の高い交通環境を整備する。 

 

Ａ－①バス路線の充実 

 

●道路や駅前広場の整備に合わせて，幹線的な路線バスルートを見直すとともに，市民ニ

ーズに対応した利便性の高いバスサービスであるか評価し，路線再編成を検討していく。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

   柏市 

交通事業者 

   

■バスネットワークの概念図 

ニーズに対応した路線の再編成 

道路や駅前広場整備にあわせた路線の再編成 

Ａ バス交通等の利便性向上（重点的取り組み施策） 

乗継 
拠点 

キ
ャ
ン
パ
ス
駅

幹線ルート 

沼南支所

幹線ルート 柏
駅

駅

駅

コミュニティバス

コミュニティバス

支線ルート 

ジャンボ
タクシー

支線ルート

支線ルート 

支線ルート

支線ルート
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Ａ－②かしわコミュニティバス・かしわ乗合ジャンボタクシーの利用促進 

 

● 既存システムについては，運行経路の見直し，乗り継ぎ運賃制度の拡充，利用促進のＰ

Ｒ活動などにより，費用対効果の改善および移動の確保を図っていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

   

柏市 

交通事業者    

■かしわコミュニティバス・かしわ乗合ジャンボタクシーの路線図（H22 年１月運行経路見直し） 

利用促進 

代替方式の研究（利用促進しない場合） 
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Ａ－③バス運行情報の提供（バスロケーションシステム） 

 

●定時性の確保を補い，バス待ちのいらいら等の解消のため，ＩＴ技術を活用しインター

ネット・主要バス停・ターミナル駅において，バスの到着時刻や混雑の状況を提示する

など，バス運行情報の提供による利便性の向上を図る。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

   

■バス運行情報の提供 

出典：東武バスＨＰ

■バス運行案内 

■駅前広場の路線バス案内状況（平成 21 年 6 月現在） 

運行情報掲示の整備 

駅名 駅前広場名 

バ ス乗り

入れ（駅付

近も含む）

乗り場の

方向表示

路線系統

図 

乗 り場案

内 
時刻表 運行情報 

全 て実施

している

駅前 

柏駅東口駅前広場 ○ ○ × ○ × × × 柏駅 

（ＪＲ，東武） 柏駅西口駅前広場 ○ ○ ○ ○ ○ × × 

南柏駅東口駅前広場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 南柏 

  南柏駅西口駅前広場 ○ ○ × × × × × 

北柏 北柏駅南口駅前広場 ○ × ○ × × × × 

増尾駅 増尾駅西口駅前広場 ○ × × × × × × 

豊四季 豊四季駅南口駅前広場 ×       

新柏 新柏駅東口駅前広場 ×       

逆井 逆井駅東口駅前広場 ○ × ○ × × × × 

高柳駅 なし ○ × × × × × × 

柏の葉キャンパス駅 

東口駅前広場 
○ × ○ ○ ○ ○ × 

柏の葉キャン

パス駅 柏の葉キャンパス駅 

西口駅前広場 
○ × ○ ○ ○ × × 

柏たなか駅 柏たなか駅西口駅前広場 ○ ○ ○ ○ ○ × × 
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Ａ－④バスのバリアフリー化 

   

●高齢者や障害者などが利用しやすい，人にもやさしいノンステップバスやリフト付きバス

の導入を順次促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車  種 合 計 

ノンステップバス （大型，中型，小型計） １４２台

ワンステップバス （大型，中型計） ４２台

一般車両 （大型，中型計） ８台

ステップリフトバス （小型） ６台

合   計 １９８台

※平成 20 年 9 月末現在（乗合車における導入率） 

※ノンステップバス導入率 71.8％ 

  （総車両数 198 台，内ノンステップバス車両数 142 台） 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

   

柏市 

交通事業者    

■ノンステップ付きバス車両 

ノンステップ車両の導入推進 

待合環境の改善検討 

■リフト付きバス車両 

■バス事業者のノンステップバス車両導入状況（市内の主なバス事業者２社） 
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Ｂ－①駅前広場の整備 

 

●異なる交通機関の乗り換え利便性の向上を図るため，北柏駅北口及び高柳駅西側土地区画

整理事業による未整備駅前広場の早期整備を図るとともに，柏駅西口の再開発事業や末広

あけぼの線の整備と併せて，柏駅西口駅前広場の交通機能の改善を検討する。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

   

柏市 

企業（組合）    

■完成した南柏駅東口駅前広場 ■暫定整備された北柏駅北口駅前広場 

北柏駅・高柳駅 駅前広場の整備 

柏駅西口駅前広場の改善検討 

■都市計画道路・末広あけぼの線（計画幅員 25ｍ）

Ｂ 乗り継ぎの円滑化（重点的取り組み施策） 



 ５７

Ｂ－②駅アクセスの向上 

 

●柏駅東口駅前広場への休日バス乗り入れの実現を図っていく。 

●高柳駅西側の駅前広場整備に併せて，東口改札へのアクセスを向上させる自由通路の整備

を検討する。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通管理者 

交通事業者 

 
 

  

柏市 

   

■柏駅東口への休日バス乗入れ実証実験（平成21年３月） 

イトーヨーカドー

ドンキホーテ丸井

ビックカメラ

そごう

三井ガーデン
ホテル柏

高島屋

高島屋

柏神社

Ｊ
Ｒ
柏
駅

東
武
柏
駅

休日の駅前バス停

 休日には駅前通りにて歩行者天国が行われるため，バスの乗降場所が駅から離れており，高齢
者・障害者には不便をきたしている。また，バス乗降場所付近の路線にバスが集中し，円滑な道
路交通確保に支障をきたす場面もある。このような状況を解消するため，休日に柏駅東口駅前広
場へバスを乗入れる実証実験を行った。 

柏駅東口への
休日バス乗り

入れ 

■豊四季駅に設置した南北自由通路（平成15年完成） 

高柳駅の自由通路の

整備の検討 
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Ｂ－③乗り継ぎ情報の提供 

 

●柏駅をはじめとする鉄道駅では，様々な交通機関を多様な目的の人々が利用するため，

わかりやすく利用しやすい，さらには柏らしい統一感にも配慮した案内・誘導サインの

充実を図る。 

●ＩＴ技術を活用し，目的のバス停の行き方，乗換えバス停，乗継時間等の情報について，

事前に経路情報を検索できる移動支援情報提供システムの構築など，交通事業者間の連

携を図りながら推進する。 

 

■ 豊田市移動支援ポータルサイト「みちナビとよた」による経路検索およびバス路線提供画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

大学 

企業 

 
 

  

乗り継ぎ検索システムの構築 

■移動支援情報提供システム 
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・市内に１０箇所の交通結節点となる鉄道駅の利便性を向上することによって，自動車等から

の転換により公共交通利用者の増加を促進する。 

 

Ｃ－①駅舎の改良 

 

●柏駅改良により，魅力ある「柏の玄関口」を創造していく。 

●高柳駅西側特定土地区画整理事業の進捗に併せた駅改良計画について検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

 
 

  

 

■現在の柏駅 

柏の玄関口の創造 

高柳駅改良計画の検討 

Ｃ 鉄道の利便性向上 

■現在の高柳駅 

■開放感のある駅コンコース（立川駅の例）

■駅改良が済んだ逆井駅 
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Ｃ－②駅のバリアフリー化 

 

●バリアフリー基本構想(２１年度末見直し）に基づき，各駅にエレベーター等を設置し

ていく。 

●踏切道の拡幅，エレベーター付き自由通路の整備などにより，駅周辺バリアフリー化を

進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

 
 

  
各駅へのエレベーター等の整備 

踏切道の拡幅，自由通路の整備 

■踏切道の拡幅 

逆井駅踏切道の状況 整備後のイメージ 

エレベーター設置の状況 
駅  名 

駅の中 駅の外

柏 ○ ○ 

南柏 ○ ○ ＪＲ 

北柏 ○（H22 年度予定） × 

柏 ○ ○ 

高柳 × × 

逆井 ○ ○ 

増尾 ○（H22 年度予定） ○ 

 

新柏 ○（H22 年度予定） 改札が地上部にあるので設置不要 

東武 

豊四季 ○ ○南北自由通路に設置 

柏の葉キ
ャンパス 

○ 改札が地上部にあるので設置不要 
ＴＸ 

柏たなか ○ ○東口は駅前広場整備と併せて 

 

■市内各駅のバリアフリー状況 ■豊四季駅のエレベーター 
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Ｃ－③駅の案内表示 

 

●乗り換え経路，駅周辺の公共公益施設等への経路案内を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

 
 

  

■駅周辺の案内表示（現況） 

経路案内の整備 

出典：東京メトロ 

■電子案内表示板（タッチ式の表示端末） 

■駅でのバス連絡の案内 

駅名 駅前広場名 

路線バスが

乗り入れて

いる駅（駅

付近も含

む） 

バス乗り場

の案内 

バスの行き

先案内 

バスの発車

時刻案内 

柏駅東口駅前広場 ○ 柏駅 

（ＪＲ，東武） 柏駅西口駅前広場 ○ 
○ ○ ○ 

南柏駅東口駅前広場 ○ 南柏 

  南柏駅西口駅前広場 ○ 
○ ○ ○ 

北柏 北柏駅南口駅前広場 ○ ○ × ○ 

増尾駅 増尾駅西口駅前広場 ○ × × × 

豊四季 豊四季駅南口駅前広場 ×    

新柏 新柏駅東口駅前広場 ×    

逆井 逆井駅東口駅前広場 ○ × × × 

高柳駅 なし ○ × × × 

柏の葉キャンパス駅東

口駅前広場 
○ 

柏の葉キャン

パス駅 柏の葉キャンパス駅西

口駅前広場 
○ 

× × × 

柏たなか駅 
柏たなか駅西口駅前広

場 
○ ○ ○ × 
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タクシーを公共交通の一つとして位置づけ，バス交通とともに利便性を高め選択性の高い

交通環境を整備する。 

 

Ｄ－①タクシー乗場の改善 

 

●タクシー乗場およびＩＴ技術を活用したタクシーの待機環境の改善を検討していく。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

 
 

  

 

 

■柏駅東口タクシー乗場（右側から乗車） 

タクシー乗場の改善 

タクシー待機環境の改善 

■タクシーの待機状況 

Ｄ タクシーの利便性向上 

■休日タクシープール（柏市役所第２駐車場） ■柏駅東口のタクシー待機状況を映し出す
モニター 
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Ｄ－②タクシー事業の活性化        

 

●本市域を含む東葛交通圏は，タクシー事業の適正化・活性化法（平成21年 10月施

行）に基く，供給過剰の進行等によりタクシーが地域公共交通としての機能を十分に

発揮できていない地域（特定地域）に指定されていることから，地域計画への参画・

推進を通して，タクシーが地域公共交通としての機能を十分に発揮し，利用者の多様

なニーズに対応できるようタクシー事業の適正化・活性化について取り組んでいく。

 

 

特定地域の取り組み 

 

地域協議会  

構成員 取り組む内容 

地方運輸局長 

関係地方公共団体の長 

タクシー事業者・団体 

タクシー運転者の団体 

地域住民 

その他（学識経験者， 

  関係行政機関等） 

・タクシーサービスの活性化  【具体例】 

・事業経営の活性化，効率化 

・タクシー運転者の労働条件 

 の悪化の防止，改善・向上 

・交通問題，環境問題，都市 

 問題の改善など 

                

 

 タクシー事業者 ・地域計画に即して特定事業計画を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

交通事業者 

 
 

  

乗り場の整備等による  

 利用者サービスの充実 
地域計画を作成 

タクシー事業の適正化・活性化 
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公共交通への転換による自動車交通の削減とクリーンエネルギー技術の普及により，環境

負荷の軽減を図っていく。 

 

Ｅ－①自動車交通量の削減 

 

●公共交通機関利用への啓発や誘導,パーク＆ライド,エコドライブ,カーシェアリング等

の様々な取り組みを実践し，自動車交通量の総量削減に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国，千葉県 

柏市 

企業 

市民 

 
 

  

■サイクル＆バスライドイメージ 

P

駅 

■カーシェアリングの利用イメージ 

出典：オリックスレンタカー 

■カーシェアリングのしくみ 

Ｅ 環境負荷の軽減 

自動車交通量の総量削減を推進 
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Ｅ－②クリーンエネルギー技術の利用 

 

●これまでバスへのＣＮＧ（天然ガス）車の導入・普及促進などにより，環境負荷の軽

減を図っているが，ＣＮＧ車だけでなく，ハイブリッド車，電気自動車等の集中的か

つ計画的な導入及び次世代自動車導入に向けた環境整備を重点的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国，千葉県 

柏市 

交通事業者 

大学，企業 

市民 

 
 

  

■東武バスのＣＮＧ（天然ガス） 
ノンステップ車両 

■化石燃料の燃焼生成物の発生量比較 

出典：東京ガスＨＰ

クリーンエネルギー技術の活用 

■多様な環境対応車のタイプ 
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方針２：物流システムの適正化・効率化の推進                 

 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

第３回東京都市圏物資流動調査では，都市計画中

央審議会の答申を踏まえ，ケーススタディ地区 10 

地区において，はじめて端末物流施策のあり方につ

いての検討が行われました。 

その後，柏市，武蔵野市等において端末物流を扱

った社会実験等が行われ，柏市においては，路上荷

捌き駐車帯として実現化（試行中）に至っています。 

 

・中心市街地においては，駅周辺に直接関係の無い通過交通と，駅関連交通，商業施設

への荷物の搬入のための交通等が錯綜し，時間帯によっては道路交通混雑による渋滞

や歩行者・自転車の安全な通行の妨げになっている。 

・このため，中心市街地の路上での荷捌きによる道路交通混雑の解消や効率的な道路空

間の活用による歩行者・自転車通行の安全性の向上を図るため，運送事業者・商業者

と協働し，ＩＴ技術を活用しながら，荷捌き駐車場の確保・共同配送・配車配送スケ

ジュールの最適化等，端末物流システムの適正化・効率化の推進を目指す。 

Ｆ 端末物流対策 

先進的な柏の路上荷捌き駐車帯 

■柏市における路上荷捌き駐車帯 
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Ｆ－①路上荷捌きの対策 

 

●小規模の商業ビルが混在する地区にあっては，運送事業者・商業者が協働した荷捌き

駐車を検討していく。 

●横持ち搬送が歩行者と混在する時間や距離，発生する回数が多い地区にあっては，運

送事業者・商業者が協働した共同搬送，空間や時間の分離等による対策を検討してい

く。 

●新たに整備する物流拠点にあっては，都市交通対策も視野に入れ，高度な物流システ

ムの構築を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

   

   柏市 

企業 

   

■路上共同荷捌きスペース 

協働による荷捌き駐車場の運営検討 

時間・空間による効率的運用 

高度な物流システムの構築検討 

■配車配送スケジュールによる時間・空間による効率的
運用 
・貨物集配車と一般乗用車の駐車可能路線を時間によ
り指定することで，駐車スペースの効率利用を図る
もの。 

出典：都市内物流トータルプラン（国土交通省） 

Ｆ 端末物流対策 
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方針３：良好な歩行者・自転車環境が確保された歩いて暮せるまちの創出     

 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

市民アンケートによると，今後 10年を見通した交通環境の将来方向について，第一位に

挙げているのは「環境や健康づくりのため，自転車を活用しやすいよう，自転車専用レーン

などの走行環境を整える」であり，市民が自転車利用に関心があることが伺えます。 

 

・柏駅や柏の葉キャンパス駅周辺においては，都市拠点として商業施設が集積し,市内は

もとより市域外からも多くのひとが集まり賑わいのある空間が形成されている。また

身近な交通手段としてレンタサイクルシステムなども導入されており,歩行者・自転車

にとって良好な環境が求められている。 

・このため，歩行空間のユニバーサルデザイン化など移動円滑化を進め，良好で連続し

た歩行環境の整備を進めるとともに，環境負荷の軽減や既存サイクリングロードとの

一体的ネットワーク形成に配慮しながら，自転車も利用しやすい交通環境の実現に取

り組む。 

Ｇ 歩行者環境の向上（重点的取り組み施策） 

市民ニーズの高い自転車施策 

Ｈ 自転車利用環境の向上（重点的取り組み施策） 

53.9

39.2

50.6

45.9

55.7

22.8

11.2

18.1

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

環境や健康づくりなどのため、自転車を活用しやすいよう、自
転車専用レーンの整備などの走行環境を整える

地球温暖化防止のため、自動車に過度に頼ることのないよう、
自家用車から鉄道やバスへの利用転換を進める

少子高齢化社会に備えるため、誰もが安心して外出できるよ
う、駅周辺の段差解消などバリアフリー化を進める

自動車交通の円滑化のため、自動車で渋滞無く移動できるよ
う、道路拡幅や交差点改良を進める

生活移動環境の向上のため、市内どこへでも移動できるよう、
路線バスやコミュニティバスの運行を充実させる

中心市街地である柏駅周辺の活性化のため、交流とにぎわいが
高まるよう、駅周辺の回遊性のある歩行空間を創出する

都市の活力増進や魅力づくりのため、将来の新たな交通手段
（例えば路面電車など）を検討していく

公共交通の利便性向上のため、鉄道やバスの乗り方がよくわか
るよう、案内表示や運行情報の提供を充実させる

その他

１番 ２番 ３番
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Ｇ－①歩道のバリアフリー 

 

●バリアフリー基本構想に基づき，歩道の段差解消を進めていく。 

●歩行等の妨げとなる電柱，植樹帯，看板等の点検を実施しながら，関係機関との連携

により改善を図っていく。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

出典：国土交通省ＨＰ 

■整備前 ■整備後 

歩道の段差解消 

電柱・植樹帯・看板等の総点検 

Ｇ 歩行者環境の向上（重点的取り組み施策） 

■重点整備地区の設定（赤字：追加地区） 
①柏駅周辺地区   ⑤新柏駅周辺地区 ⑨柏の葉キャンパス駅周辺地区 
②南柏駅周辺地区  ⑥増尾駅周辺地区 ⑩柏たなか駅周辺地区 
③北柏駅周辺地区  ⑦逆井駅周辺地区 ⑪沼南庁舎周辺地区 
④豊四季駅周辺地区 ⑧高柳駅周辺地区 

■バリアフリー経路の考え方 
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Ｈ－①自転車利用環境の整備 

 

●歩行者，自転車，自動車の交通量等の実態，道路の構造を踏まえて，走行環境の分離

を推進していく。 

●自転車等の駐車対策に関する総合計画を策定し，関係機関がそれぞれの役割を分担

し，相互に連携・協力しながら，必要な措置を講じていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国，千葉県 

柏市 

交通管理者，企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■通勤通学時の状況 ■民間による駐輪場整備 

■自転車走行空間イメージ 

走行空間の分離 

自転車等駐車対策に関

する総合計画の策定 

Ｈ 自転車利用環境の向上（重点的取り組み施策） 

■自転車ネットワーク 

出典：国土交通省 出典：柏市都市計画マスタープラン
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Ｈ－②ルールの周知徹底，マナーの向上 

 

●自転車利用者の通行ルールの周知徹底，マナー向上を関係機関と連携した啓発活動等

を通じ実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～24年度）

中期 

（25 年度～27年度） 

長期 

（28 年度～31年度） 

交通管理者 

柏市 

企業 

市民 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■柏市における自転車のマナー啓発ＰＲチラシ 

出典：広報かしわ 

■関係機関による通学時の交通安全指導 

安全教育・啓発活動 

交通事故の防止 
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柏の葉キャンパス地区では，「柏の葉国際キャンパスタウン構想」の理念に基づき，

公・民・学が連携した街づくり拠点UDCK1）が中心となり「先進的な自転車の街」へ

の取り組みが行われています。 

自転車を活用した街づくりが持続可能な取り組みとなるよう，市民の意向を反映し

た「柏の葉自転車利用促進計画」を策定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「柏の葉自転車利用促進計画」は，柏の葉キャンパス地区の在住者，企業，学生等

を対象とした回収数 1,600 を超えるアンケート調査やモニター参加型の走行実証実

験から現状の課題やニーズを把握して，自動車から自転車への転換と温室効果ガス排

出低減の可能性について分析し，自転車利用促進効果の高いハード・ソフト両面の施

策を検討しています。 

施策毎に実施主体を分類して，キャンパス

タウン構想の実現への道筋を多角的に考察

しており，市民が自転車利用に関心があり，

自動車から自転車への転換の可能性がある

ことが伺えます。 

また、この取り組みの一部は、平成21年

度「国土交通省新たな温室効果ガス削減環境

事業モデル」事業に選定されています。 

1）UDCK（柏の葉アーバンデザインセンター） 

：まちづくりを市民，行政，NPO，企業，大学が協働するための場として2006年 11月に開設。 

自転車を活用した先進的な街づくり 

■「柏の葉自転車利用促進計画」の構成 

目 標

Ⅰ アンケート調査

・地域内の在住者、企業、学生等を対象と
した、自転車利用に関するアンケート調査。
・現状の課題やニーズを把握し、自転車利
用の可能性及び計画の有効性について分析。

Ⅲ 自転車活用計画の検討

Ⅱ 自転車利用環境
に関する実証実験

・自転車利用環境及び自転車ネットワーク
を組み込んだまちづくりの評価。
・自動車から自転車への転換の可能性とそ
の際の条件について分析。

市民・NPO等が
実施可能な方策

行政が
実施可能な方策

民間開発事業者が
実施可能な方策

「柏の葉国際キャンパスタウン構想」における

《自転車分担率10％アップ 自動車分担率10％ダウン》 を実現し、

《温室効果ガス排出の低減》を目指す。

市民の意向を反映した持続可能な取り組み

アンケート調査と実証実験を踏まえ、自転車利用促進に向けてハード・ソフト面の計画を検討。

「柏の葉 自転車利用促進計画」の策定

■走行実証実験の様子 
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方針４：優先順位の評価による効率的な道路整備                

 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

我が国の経済は，昨年秋のアメリカ経済を震源とした世界同時不況の影響を受けて急速に

停滞し，一部に回復の兆候が見られるものの，雇用情勢は一段と厳しさを増すなど，予断を

許さない状況にあります。 

このような中，本市においては，市税を中心とする一般財源が伸び悩む一方，扶助費や公

債費など，経常経費の増加などにより引き続き財源が逼迫する状況が続いていくものと見込

まれます。 

 

・柏市の都市計画道路整備率は県内主要都市に比べて低水準にあり，幹線道路の店舗進

出，共同住宅等の開発に伴う自動車交通量増加により道路混雑が懸念されている。 

・また，財政状況を踏まえ，まちづくりの観点から優先性の高い道路整備の促進が求め

られている。 

・このため，首都圏における広域連携拠点としての発展を支え，拠点及び地域間を連絡

する道路，鉄道駅等交通結節点へのアクセス道路など，緊急性・重要性の高い道路に

加え，公共交通や歩行者・自転車ネットワークを重視した道路などの優先的かつ効率

的な整備を推進する。 

Ｉ 効率的・効果的な道路整備の推進 

柏市の厳しい財政状況 

Ｊ 広域ネットワークを支える道路整備 

出典：柏市 
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Ｉ－①都市計画道路の整備プログラムの策定              

 

●都市計画道路整備プログラムを策定し，効果的かつ効率的に整備していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■都市計画道路整備プログラム策定イメージ 

Ｉ 効率的・効果的な道路整備の推進 

都市計画道路整備プログラムの対象路線 

事業性による評価 整備効果による評価 

導入可能な道路整備費 

路線別の整備着手スケジュール 

第３期（今後２０年以降に着手） 

第２期（今後２０年以内に着手） 

第１期（今後１０年以内に着手） 

都市計画道路整備 

プログラムの策定 
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Ｉ－②渋滞交差点の解消対策 

 

●交通渋滞が激しく，事故が頻発する交差点については，交通需要をマネジメントする

施策の実施とともに，交差点改良等によるボトルネック箇所の解消を計画的に行い，

車両の円滑な通行を図る。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

交通管理者 

柏市 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■呼塚交差点の交差点改良 

出典：国土交通省千葉国道事務所 

■柏公園入口交差点 

交通需要調整・渋滞交差点の解消 

《改良後：左折専用レーンの整備》《改良前》 
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Ｊ－①千葉柏道路の整備      

 

●国道１６号の渋滞解消や千葉県北西部の交通の円滑化を図るため，千葉柏道路の整

備，県道・主要地方道の拡幅等の実現を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■国道１６号 

■千葉柏道路のルートイメージ 

整備の要請 

Ｊ 広域ネットワークを支える道路整備 

出典：国土交通省千葉国道事務所 
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YES 

NO 

Ｊ－②大規模開発地区に伴う道路整備        

 

●大規模開発にあっては，地域の現状と上位計画を踏まえ，周辺交通に支障を与えない

よう必要な施設整備計画や広域ネットワークの形成に資する計画を策定するととも

に，影響が許容限度をこえるなど，関連交通計画が不適切な場合には、開発事業者と

の調整による開発計画の見直しを行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

交通管理者 

柏市 

企業 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

■開発に伴う交通への影響評価と計画への反映手順 

■大規模商業施設の関連交通計画イメージ 

出典：大規模都市開発に伴う交通対策のたて方 

関連計画，道路整備等の対策 

 

開

発

計

画 

 

関
連
交
通
計
画(

案) 

 

交

通

影

響

の

予

測 

 

関
連
交
通
計
画
の
決
定 

 
 

評 
 

価 
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方針５：都市拠点や地域拠点を連携し，交通機能を強化する公共交通軸の形成   

 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

区内南北交通の課題を解決するため，19年4月から

試験運行を開始した「シャトル☆セブン」が，好評によ

り，正式路線として本格運行を開始しています。 

シャトル☆セブンは，東西方向の主要な鉄道駅を連絡

し江戸川区の南北都市軸を形成する新しい交通システ

ムとして，区民に定着しつつあります。 

 

・合併や新たな拠点開発等により，都市構造が変化する中，各都市拠点を連絡する連携

軸を支える新たな交通基盤を確保する必要がある。 

・このため，柏市の都市軸を補完し，都市拠点や地域拠点を相互に連絡しながら交流機

能を強化する新しい公共交通軸の整備により，一体的な市街地形成を図る。 

Ｋ 幹線公共交通軸の強化（重点的取り組み施策） 

東京都江戸川区の環七シャトル☆セブン 

Ｌ 広域輸送力の増強 

Ｍ 新しい交通システムの可能性検討 

出典：江戸川区
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Ｋ－①バス機能の強化検討     

 

●都市拠点や地域拠点を連携し，交通機能を強化する公共交通軸には，バスロケーショ

ンシステム，乗り継ぎ情報案内，ハイグレードバス停，車両の差別化（新しい車両・

拠点間シャトルバス）等の導入検討に加え，幹線バスと支線バスによる交通ネットワ

ークにＩＴＳ（高度道路情報システム）を活用した「新たな公共交通システム」によ

り,総合的かつ高度なバスシステムの導入を研究していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■交通機能を強化する公共交通軸 

バス路線の機能強化を研究 

Ｋ 幹線公共交通軸の強化（重点的取り組み施策） 

■新たな公共交通システムイメージ 
■バス車内での鉄道運行
情報の提供 

出典：神奈川中央交通バス 

■非接触給電ハイブリットバス 

■バスロケーションシステム 
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Ｋ－②ＰＴＰＳの拡充 

 

●南柏駅から酒井根，柏駅から沼南支所方面などに連絡するバス路線について，導入拡

大を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通管理者 

交通事業者 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）のイメージ 

南柏 ⇒ 酒井根 

柏駅 ⇒ 沼南方面 

■導入箇所のイメージ 

 

PTPS導入済 

PTPS導入拡大を検討



 ８１

 

 

 

Ｌ－①常磐線の東京駅乗り入れ 

 

●快速電車の乗入れ及び東海道線との相互直通運転など具体的な輸送計画を検討して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

交通事業者 
 
 

 
 

 
 

 

■整備イメージ 

（平成 25 年度完成予定） 

出典：ＪＲ東日本 

輸送計画の検討 

Ｌ 広域輸送力の増強 
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Ｌ－②常磐線，成田線，東武野田線の輸送力増強 

 

●常磐線，成田線，東武野田線の通勤・通学時の増発に向け，関係機関で検討していく。

 

 

ＪＲ常磐線 
 

 

 

 

ＪＲ成田線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東武野田線 

 

 

スケジュール 
実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

交通事業者 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■東武野田線（高柳駅近く） 

 沿線自治体では，通勤通学者の利便性の向上

を図るため，通勤・通学時間帯の増発を要望し

ている。 

 また，空港アクセスなど利便性向上が図られ

ることから，成田線と成田新高速鉄道（平成 22

年度開業）の交差部への新駅の設置を要望して

いる。 

 沿線の地方自治体では，混雑緩和を図るため，緩行列車および快速列車の増発を要望

している。 

   成田高速鉄道アクセス線 

   成田空港高速鉄道線 

JR 成田線 

関係機関で検討 

 逆井駅から六実駅間の単線区間において複線

敷の用地買収等が進められている。 
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Ｌ－③つくばエクスプレス，地下鉄１１号線の延伸 

 

●広域及び市内における移動のしやすさのさらなる向上を図るため，つくばエクスプレ

スの東京駅までの延伸，地下鉄11号線の南部地域への延伸などについて，近隣自治

体と協調し関係機関へ働きかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

交通事業者 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■地下鉄 11 号線の柏南部地域への延伸（イメージ） 

出典：運輸政策審議会答申第 18 号 

柏南部地域 

地下鉄 11号線

近隣自治体と協調して検討 

■つくばエクスプレスの東京駅延伸 

出典：つくばエクスプレス東京駅延伸パンフレット
（沿線自治体作成） 

【延伸の効果】 
○ 東京のキーステーションと直結す
ることで利便性が高まる。 

○ 飽和状態にある秋葉原駅の混雑を
緩和できる。 

○ 東京駅の魅力とつながることで，
沿線のまちづくりも進んでいくこ
とが期待できる 
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Ｌ－④高速バス路線の活用  

 

●多様なニーズに対応する運行経路の見直し，新たな路線の可能性について検討してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

主体 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■高速バス ■現在の高速バスネットワーク 

運行経路の見直し・新路線の可能性検討 

柏 

仙台

成田空港

羽田空港 千
葉
駅 

西
船
橋
駅 

■柏市内拡大図 

向原住宅

三間 

柏の葉公園中央 

国立がんセンター 

柏 
IC 

仙台へ 

羽田空港へ 
成田空港へ

柏駅西口

松戸駅

柏⇔羽田空港（行き 9便） 

      （帰り 13 便） 

松戸⇔柏⇔成田空港（行き 8便） 

（帰り 7 便） 

仙台⇔柏⇔成田空港（往復 1便） 
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Ｍ－①新しい交通システム（先進都市等の取り組み事例）                  

 

●本市の都市軸を補完し，都市拠点や地域拠点を相互に連絡しながら交流機能を強化す

る新しい交通システムの導入可能性を研究していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～24年度） 

中期 

（25 年度～27年度） 

長期 

（28 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

交通事業者 

大学 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

■ＬＲＴ（ライトレールトランジット） 

・従来の路面電車が高度化され，洗練された公共交通シス

テム。具体的には，車両の低床化，概観も美しくデザイ

ン化されるとともに，道路だけでなく地下や高架，鉄道

に乗り入れるなど多様な空間を活用し，速達性の向上が

図られるなど，より高度な公共交通サービスを提供する

ために様々な工夫が施されたシステムである。 

・日本では，富山市や広島市などで運行している。 

■ＢＲＴ（バス・ラビット・トランジット） 

・バス専用車線や連節バスなどを用いた交通システム。 

・日本では，藤沢市などで運行を始めている。 

【藤沢市】 

【富山市】 

■エコライド研究・実験中 

・ジェットコースターの原理を応用した省エネ型都市交通

システム。 

・用途として，主要駅からショッピングモールまでなど，

２～５ｋｍ程度の距離を想定している。 

出典：東京大学 

導入可能性を研究 

Ｍ 新しい交通システムの可能性検討 

■オンデマンド交通実証実験 

・オンデマンド交通とは予約によりドアトゥドアの移動サ

ービスを提供するシステムのことで，バス路線だけでの

移動が難しい地域の多い柏市北部で，買い物や通院など

目的を達成するために有償実証実験を行っており，実現

化を目指している。 【柏市北部地域】
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方針６：中心市街地の活性化を支援する交通施策の推進 

 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

ダブルデッキ上においては，アコースティックギター１

本で歌う「ストリート・ミュージシャン」の活動が目立つ

ようになり，その中から，「Something Else」のように

メジャーデビューを果たすミュージシャンも現れました。 

ストリート・ミュージシャンの活動の活発化と時を同じ

くして，柏駅周辺にはライブハウスが相次いでオープン

し，若き個性ある商店主らの商業活性化への活躍も見られ

るようになりました。 

ダブルデッキ上では，ストリート・ミュージシャンが演

奏を行う場所や時間，禁止事項等を取りまとめた「柏ルー

ル」を守りながら活動しています。 

現在では，柏駅周辺は「音楽のまち」としてのイメージ

が定着し，ストリート・ミュージシャンは，まちの大切な

財産と位置づけられています。 

 

・柏駅周辺の中心市街地は，柏駅に隣接して複数の大型店および金融機関等が立地し，

柏駅を中心に放射状に商店街が発展し，その周辺にこだわりのある飲食店や「裏カシ」

に代表される個性ある専門店が多数立地し，ダブルデッキ等まちなかでイベントが行

われ，若者が集い，活気にあふれている。 

・一方で，人々が集まることに伴い，治安の悪化が懸念され，ゆとりや品格に欠ける点

について指摘されているように，子どもから高齢者に至る，あらゆる世代の人たちが，

安心して楽しくまちを歩き，まちなかで活動することができるような，「安全・安心」

でかつ「ゆとりや品格」への配慮が求められている。 

・このため，面的な歩行者空間の整備など，歩いて楽しい歩行空間の確保を目指すとと

もに，回遊性の向上を進め，街のにぎわいづくりに寄与できるよう，商業振興や魅力

あるまちづくりと連携した交通施策を協働で展開する。 

Ｎ 回遊性のある歩行者環境の整備（重点的取り組み施策） 

柏のまちは音楽のまち 

О 駐車場の有効活用 

■ダブルデッキ上で開催したストリート・
ミュージシャンのコンテスト 

■柏駅周辺のライブハウスと 
オープンした年 

出典：かしわインフォメーションセンターＨＰ 

出典：中心市街地活性化基本計画
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Ｎ－①中心市街地活性化事業の展開   

 

●柏駅周辺地区については，まちの特徴と魅力を活かすための回遊性の高いまちづくり

を目指し，歩行者動線等の整備改善を推進し，安全・安心で快適な歩行者空間の確保

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

歩行者動線の整備 

Ｎ 回遊性のある歩行環境の整備（重点的取り組み施策） 

■事業及び措置の実施箇所 

出典：柏市中心市街地活性化基本計画（H20.3）
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Ｎ－②柏駅東口ダブルデッキの改修   

 

●ダブルデッキは駅を中心に展開する歩行者動線の中心となっていることから，耐震化

やバリアフリー機能の向上を図り，景観にも配慮した改修を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■東口ダブルデッキ 

東口ダブ

ルデッキ

の改修 

■東口ダブルデッキの改修イメージ 

（平成 23 年度完成予定） 
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Ｏ－①駐車場整備計画の見直し 

 

●駐車需要の高い柏駅周辺地区について，駐車場不足による交通混雑や路上駐車に対処

するために駐車場整備地区を決定しているが，駅周辺に過度に自動車を入れず，賑わ

いと交流を創造する街づくりが重要であることから，駐車場施策の見直しを自動二輪

駐車対策も含めて検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■駐車場整備計画の主な内容

駐車場整備計画の見

直し 

О 駐車場の有効活用 

（１）路上駐車場及び路外駐車場の整備に関する基本方針 

（２）路上駐車場及び路外駐車場の整備の目標年次及び目標量 

（３）上記の目標量を達成するために必要な路上駐車場及び路外駐車場の整備

に関する施策 

（４）地方公共団体の設置する路上駐車場で駐車場整備地区内にある路上駐車

場によっては満たされない自動車の駐車需要に応ずるため必要なもの

の配置及び規模並びに設置主体 

（５）主要な路外駐車場の整備に関する事業の計画の概要 

（６）地域特性に応じた駐車施設の整備 

（７）駐車場付置義務の見直し 

出典：仙台市駐車施設整備方針検討業務報告書（H17.12）

■付置義務条例における隔地運用基準の見直しイメージ
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Ｏ－②駐車場案内誘導システムの検討 

 

●駅周辺で大型商業施設が併設する駐車場への駐車まち渋滞や，駐車場を探すうろつき

交通を削減するため，目的の駐車場が満車や休業の時は近くの空いている駐車場に円

滑に案内・誘導する，駐車場案内・誘導システムの導入を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通管理者 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■ＩＴを活用した駐車場案内・誘導システムイメージ

駐車場案内・誘導システムの 

導入検討 

出典：国土交通省 
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方針７：民・産・学・公の連携による交通政策の推進 

 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

 

中心市街地では，多様な主体によるまちづくり活動が盛んで，商業を営む人々が若者文化を柏

の特徴及び賑わい創出の要素と捉え，若者とまちとの共生を図ろうと数々のイベントを試みてき

ました。中でも，まちの商業者を中心に組織された「柏駅周辺イメージアップ推進協議会」では，

ボランティア団体「ストリート・ブレイカーズ」と連携しながら，ダブルデッキにおいてストリ

ート・ミュージシャンによるミュージックパフォーマンスコンテストや，「裏カシ」地区の古着

店等と連携したファッションコーディネイトコンテスト等を実施することにより，まちの活性化

を担っています。 

また，「ＮＰＯ法人柏市インフォメーション協会」では，行政・民間情報の提供のみならず，

「裏カシマップ」や「らーめんマップ」等を作成，発行することにより，まちの文化・情報等に

ついての発信機能を担っています。 

 

・厳しい財政状況の中で，効率的な行財政運営や多様な住民ニーズに対応することが求

められており，広域的な連携，競争力のある都市の形成，社会基盤の整備に際しての

投資の重点化・効率化，貴重な自然環境の保全・活用等を図っていくことが必要とな

っている。 

・一方で，柏の葉キャンパスを中心とする北部地域では，大学・研究機関，産業，居住

者等との多様な主体との連携により，新たな産業・都市づくりの検討を進められてき

ている。 

・このため，次世代型のまちづくりを支える効率的で持続可能な交通政策を推進するに

は，交通政策の分野においても，市民・企業・大学・行政などの多様な主体がそれぞ

れの役割を担いながら協働・連携できる体制や仕組みを整える。 

Ｐ 次世代型環境都市モデルの展開（重点的取り組み施策） 

多様な主体によるまちづくり活動 

Ｑ 市民等との協働体制づくり（重点的取り組み施策） 
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Ｐ－①ＩＴＳ実証実験モデル都市 

 

●柏の葉キャンパス地域を中心に，ＩＴＳ（高度道路交通システム）を利活用し，モー

ダルミックス，持続可能な交通環境を実現するための取り組み，次世代型モビリティ

の可能性の検討・検証を行いながら，環境に配慮した次世代型環境都市の実現を目指

していく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

大学 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

実証実験・検証 

Ｐ 次世代型環境都市モデルの展開（重点的取り組み施策） 

■柏の葉キャンパス駅周辺における次世代ＩＴＳ実証実験イメージ
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Ｐ－②地域 IＣＴ利活用モデル事業 

 

●柏の葉地域を中心として，ＩＣＴ（情報通信技術）の利活用により，簡単に複数交通

手段から自分の状況とニーズに合った交通手段を選択できるよう支援したり，サイク

ルシェア導入を視野において，必要な手続きを簡単に出来るよう支援するシステムの

構築を目指していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

柏市 

交通事業者 

大学 

企業 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

実証実験・検証 

■柏の葉ポータルサイトの画面イメージ
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Ｑ－①モビリティマネジメントの実施 

 

●環境や健康などに配慮した交通行動を，大規模，かつ，個別的に呼びかけていくコミ

ュニケーション施策を中心として，ひとり一人の住民や，一つ一つの職場組織等に働

きかけ，自発的な行動の転換を促すとともに，これまでも行われてきた様々な交通施

策を実施し，こうした取り組みを通じて，「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通

手段を適度に（＝かしこく）利用する状態」を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

企業 

市民 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

■かしわ版バス利用促進のためのモニビリティマネジメントの展開イメージ 

 

か
し
わ
版
モ
ビ
リ
テ
ィ
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

居住者 

転入者 

●コミュニケーションアンケートの実施 
●公共交通マップの配布 
●ニューズレター（バス通信等）の定期発行 

事業所 ●従業員向けのコミュニケーションアンケートの実施 
●企業による交通施策（公共交通・自転車通勤の推奨など）

年少者 ●出前講座，バスの乗り方教室 
●入学時に公共交通マップ，お得な切符等の情報提供 
●コミュニティバスを活用したワークショップ 

交通社会実験・交通施策の実施 

コミュニケーション施策による公共交通への転換 

Ｑ 市民等との協働体制づくり（重点的取り組み施策） 
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Ｑ－②交通に関する情報の提供 

 

●「（仮称）柏交通だより」の発行。出前講座の実施，ホームページの充実などにより，

交通に関心を寄せてもらい，協働で交通施策を推進するような意識付けを行ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

企業 

市民 

 
 
 

 
 
 

 
 
 柏交通だよりの発行等，交通の意識付け 

■（仮称）柏交通だより 
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方針８：市民等との協働による交通政策の推進 
 

■ 現状と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な施策の方向性 

 

 

柏市では，市民の皆さんの聞きたい・知りたい・学びたい内容に応じて市職員等が直接伺い，市

民生活や生涯学習の推進に役立つ情報を届ける生涯学習まちづくり出前講座を実施しています。 

対象：市内在住，在勤，在学の10人以上の団体 

費用：無料（市職員以外のネットワーカーの派遣につきましては，実費が必要になる場合があり

ます。） 

 

 

 

・現在柏市においても，次世代型まちづくりを市民の方々と一緒に考えていく中，庁内

では計画を横断的に進めていくために，関連部署からなるプロジェクトチームを設置

し，行政評価システム，適正事業評価等に連動するとともに庁内の共有と連携を図り

ながら，ＰＤＣＡサイクルを推進する体制が整いつつある。 

・このため，交通政策の推進にあたっても，公共交通機関利用への啓発や誘導を図り，

自動車に依存したライフスタイルを見直すなど，市民や企業に対する環境等に配慮し

た交通行動へのシフトを支援するため，市民との協働の体制の中で，定期的に施策実

施の進行を監視し，必要に応じて見直しを行う仕組みを構築していく。 

Ｒ 施策の進行管理 

生涯学習まちづくり出前講座 

■主な学習テーマ（例） 

景観まちづくり 

柏市の都市計画 

区画整理による街づくり 

安全安心まちづくり事業（柏市の防犯）について

エコドライブ講習会 

地球温暖化 

その他 
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Ｒ－①ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理 

 

●総合交通計画における施策の実行にあっては，定期的に施策の進捗状況，導入効果等

を確認し，必要に応じて施策の見直しを行うなどＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理

を行う組織を設置していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール 

実施主体 短期 

（22 年度～25年度） 

中期 

（26 年度～28年度） 

長期 

（29 年度～31年度） 

国 

千葉県 

柏市 

交通管理者 

交通事業者 

大学 

企業 

市民 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

【計画（Ｐｌａｎ）】

●実施計画の策定 

【実行（Ｄｏ）】 

●事業実施 

●各主体の参加と行動 

【評価（Ｃｈｅｃｋ）】

●整備効果 

●事業進捗状況 

【見直し（Ａｃｔｉｏｎ）】

●課題整理 

●計画の見直し 

施策の進行管理 

施策の進行管理 

施策の進行管理 

Ｒ 施策の進行管理 




